
評議員会 
報告事項 

 
 

 

 

平成３０年度 
 

 

事 業 計 画 書 
収 支 予 算 書 

 

 

 

 

 

 

 

 

公益財団法人兵庫県科学技術振興財団 



 

 

目  次 

 

平成３０年度事業計画書 

Ⅰ 科学技術に関する助成及び普及啓発事業 

１．兵庫県科学技術振興助成金の贈呈・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １ 

（１） 新技術実施化の助成・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １ 

（２） 試作試験の助成・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １ 

 

２．科学技術振興に関する普及啓発事業の実施・・・・・・・・・・・・・・ １ 

 

Ⅱ 健全な財政基盤の構築と事務局の運営・・・・・・・・・・・・・・・ １ 

 

平成３０年度予算 正味財産増減計算書 

（平成３０年４月１日～平成３１年３月３１日）・・・・・・・・・・・・・２ 

平成３０年度収支予算書内訳表 

（平成３０年４月１日～平成３１年３月３１日）・・・・・・・・・・・・・３ 



 

１ 

 
平成３０年度 事業計画書 

 

地方における少子高齢化、人口減少等、伸び悩む経済状況下において、政府の第５期科学技術基

本計画（平成 28 年度～32 年度）で目指す Society 5.0 で実現する社会は、IoT（Internet of Things）

で全ての人とモノがつながり、様々な知識や情報が共有され、今までにない新たな価値を生み出す

ことで、これらの課題や困難を克服し、人工知能（AI）により、必要な情報が必要な時に提供され

るようになり、ロボットや自動走行車などの技術で、少子高齢化、地方の過疎化、貧富の格差など

の課題が克服されるとされていますが、技術革新に繋がる研究開発資金の助成に関しては、まだまだ潤

沢とは言えず、地方においてはなお更のことであるのが現状である。 

そこで当財団の本年度の事業は、兵庫県下の中小企業における革新的な科学技術の研究開発を発掘、

助成し、なお一層、科学技術の発展と科学思想の普及啓発を図り、もって兵庫県の産業の振興と県

民の生活及び福祉の向上に資することを目的として、下記事業を行うとともに、公益財団法人の遵

守事項に適合するよう各規定の整備を行い、安定した財政基盤に立った事務局の運営に取り組む。 

 

 

Ⅰ 科学技術に関する助成及び普及啓発事業 

１．兵庫県科学技術振興助成金の贈呈 

（１） 新技術実施化の助成 

県下における科学技術に関する新技術の実施化に対し、それに必要とする経費を助成する。 

（２） 試作試験の助成 

県下における科学技術に関する新技術の研究または試作試験に対し、それに必要とする経費を

助成する。 

 

２．科学技術振興に関する普及啓発事業の実施 

県民を対象として、科学技術に関する知識及び思想の普及啓発のための講演会実施、並びに、協

賛または当該事業に必要とする経費を助成する。 

 

 

Ⅱ 健全な財政基盤の構築と事務局の運営 

パンフレットの作成、ホームページの充実を通じ、事業内容の周知を図り、応募件数並びに賛同

者の増加に努める。
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（単位：円）

平成29年度予算 平成30年度予算 増減 備考

Ⅰ一般正味財産増減の部

　１．経常増減の部

　（１）経常収益

基本財産運用益

兵庫県縁故債利息 2,140,000 2,140,000 0

特定資産運用益

みずほフィナンシャルグループ社債 0 28,200 28,200

雑収益

受取預金利息 0 0 0

公益事業繰越金 230,000 230000

経常収益計 2,140,000 2,398,200 258,200

　（２）経常費用

　　①事業費 1,614,000 1,844,000 230,000

開発助成金 1,400,000 1,600,000 200,000

委員会議費 12,000 12,000 0

諸謝金 70,000 70,000 0

通信運搬費 38,000 48,000 10,000

消耗品費 10,000 30,000 20,000

賃借料 84,000 84,000 0

　　②管理費 526,000 554,200 28,200 他会計振替

会議費 100,000 100,000 0

事務委託費 300,000 300,000 0

消耗品費 114,000 134,000 20,000

通信運搬費 7,000 15,000 8,000

雑費 5,000 5,200 200

経常費用計 2,140,000 2,398,200 258,200

当期経常増減額                            0 0 0

平成30年度予算　正味財産増減計算書
平成30年4月1日から平成31年3月31日まで

科     目
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【別表G】 (単位：円）

研究開発助成金事業 小計

Ⅰ　一般正味財産増減の部

１．経常増減の部

（１）経常収益

基本財産運用益 1,585,800 1,585,800 554,200 0 2,140,000

兵庫県縁故債利息 1,585,800 1,585,800 554,200 0 2,140,000

特定資産運用益 28,200 28,200 0 0 28,200

研究開発助成金資金 28,200 28,200 0 0 28,200

雑収益 0 0 0 0 0

受取利息 0 0 0 0 0

公益事業繰越金 230,000 230,000 0 0 230,000

経常収益計 1,844,000 1,844,000 554,200 0 2,398,200

（２）経常費用 0

事業費 1,844,000 1,844,000 1,844,000

開発助成金 1,600,000 1,600,000 1,600,000

委員会議費 12,000 12,000 12,000

諸謝金 70,000 70,000 70,000

通信運搬費 48,000 48,000 48,000

消耗品費 30,000 30,000 30,000

賃借料 84,000 84,000 84,000

管理費 554,200 0 554,200

会議費 100,000 0 100,000

事務委託費 300,000 0 300,000

消耗品費 134,000 0 134,000

通信運搬費 15,000 0 15,000

雑費 5,200 0 5,200

経常費用計 1,844,000 1,844,000 554,200 0 2,398,200

評価損益等調整前当期経常増減額 0 0 0 0 0

当期経常増減額 0 0 0 0 0

収支予算書内訳表
平成30年4月1日から平成31年3月31日まで

科     目
公益目的事業会計

法人会計 内部取引控除 合計


